
る
社

の
賓
堺
に
向
け
で
～

｢
男
だ
か
ら
こ
う
あ
る
べ
き
｣
　
｢
女
だ
か
ら
こ
う
あ
る
べ
き
｣
社
会
の
さ
ま

ざ
ま
な
場
面
で
'
固
定
的
な
考
え
方
や
役
割
意
識
が
い
ま
だ
根
強
く
残
っ
て
い

る
こ
と
を
感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
｡

性
別
に
関
係
な
く
､
そ
の
人
自
身
の
能
力
や
生
き
方
を
尊
重
し
'
お
互
い
に

補
い
助
け
合
い
な
が
ら
､
だ
れ
も
が
生
き
い
き
生
活
で
き
る
社
会
で
あ
る
｢
男

町
に
あ
る
男
性
の
多
い
職
場
で
､
頑

張
っ
て
働
-
女
性
を
取
材
し
ょ
う
と
訪

れ
た
の
は
､
足
柄
箱
根
登
山
タ
ク
シ
ー

株
式
会
社
新
松
田
営
業
所
｡
皆
さ
ん
の

中
に
も
､
日
頃
か
ら
利
用
さ
れ
て
い
る

方
も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
｡

こ
の
営
業
所
で
､
初
め
て
の
女
性
タ

ク
シ
ー
運
転
手
と
し
て
'
約
2
年
勤
務

か
た
び
ら

さ
れ
て
い
る
惟
子
明
美
さ
ん
に
お
話
を

何
い
ま
し
た
｡

-
タ
ク
シ
ー
運
転
手
と
い
う
仕
事
を
選

ん
だ
き
っ
か
け
は
-

昔
か
ら
､
車
の
運
転
を
す
る
こ
と
が

大
好
き
で
し
た
｡
以
前
は
､
事
務
職
に

就
い
て
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
'
子

ど
も
た
ち
も
大
き
-
な
-
あ
る
程
度
手

を
離
れ
た
の
で
､
『
運
転
技
術
を
生
か

し
な
が
ら
､
い
ろ
い
ろ
な
方
と
も
触
れ

合
え
る
､
こ
の
仕
事
に
就
い
て
み
た
い
』

と
思
い
､
こ
の
世
界
に
飛
び
込
み
ま
し

た
｡

-
タ
ク
シ
ー
会
社
と
い
う
と
､
男
性
の

職
場
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
の
で
す

が
､
抵
抗
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
?

好
き
な
こ
と
を
仕
事
に
生
か
せ
る
と

い
う
期
待
も
あ
り
､
特
に
抵
抗
は
あ
-

ま
せ
ん
で
し
た
｡
こ
の
営
業
所
に
女
性

が
勤
務
す
る
の
は
初
め
て
だ
っ
た
の
で
'

私
以
上
に
周
り
の
皆
さ
ん
が
戸
惑
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
｡

-
給
与
体
系
な
ど
男
女
の
差
が
な
い
分
､

深
夜
勤
務
な
ど
男
性
と
同
じ
条
件
で
働

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
仕
事
で
す
が
､

大
変
だ
っ
た
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
｡

日
に
よ
っ
て
勤
務
時
間
が
違
う
な
ど

不
規
則
な
仕
事
の
た
め
､
体
力
的
に
も

精
神
的
に
も
慣
れ
る
ま
で
が
大
変
で
し

た
｡
お
酒
を
飲
ん
で
い
る
お
客
様
の
対

応
に
､
苦
慮
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
｡

-
逆
に
､
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
は
何
で

し
ょ
う
o

頑
張
っ
て
続
け
て
い
-
内
､
仕
事
仲

間
と
し
て
認
め
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
っ

た
事
で
す
｡
良
き
同
僚
や
家
族
と
い
う

支
え
に
恵
ま
れ
た
こ
と
も
大
き
か
っ
た

と
思
い
ま
す
｡

夜
'
女
性
の
運
転
手
だ
と
分
か
-
､

女
性
の
お
客
様
が
安
心
し
て
乗
車
し
て

-
だ
き
っ
た
時
や
'
お
客
様
か
ら
｢
あ

-
が
と
う
｡
頑
張
っ
て
ね
｡
｣
と
言
葉

を
い
た
だ
い
た
時
は
と
て
も
う
れ
し
い

瞬
間
で
す
｡

-
男
性
の
多
い
職
場
で
働
く
女
性
の
一

人
と
し
て
､
女
性
の
社
会
参
加
に
思
う

こ
と
や
ア
ド
バ
イ
ス
は
あ
り
ま
す
か
｡

自
分
の
や
-
た
い
仕
事
や
目
標
を
見

つ
け
た
ら
､
そ
れ
に
向
け
て
努
力
を
続

け
る
こ
と
で
し
ょ
う
か
｡
女
性
だ
か
ら

無
理
と
あ
き
ら
め
る
前
に
､
ま
ず
行
動

す
る
こ
と
､
や
る
だ
け
や
っ
て
み
る
こ

と
が
大
切
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま

す
｡

今
後
､
男
性
･
女
性
に
関
わ
ら
ず
､

個
々
の
能
力
が
生
か
せ
る
場
が
社
会
の

中
で
､
さ
ら
に
広
が
っ
て
い
-
と
良
い

で
す
よ
ね
｡
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性支援プラ
男女共同参画社会の実現に向けて

ンの性格と期間
このプランは｢町総合計画21｣において､ ｢生き生きとした人と文化のまちづくり｣

のための施策項目に掲げた｢男女共同参画社会づくり｣を推進することを目的に､住民･

自治体･事業所が共にその実現に向けて取り組む基本指針となります｡

期間は平成16年度を初年度とし､ ｢町総合計画21｣と対応した平成22年度を目標年

次とする7年間です｡

近年､女性の高学歴化や就労意識の変化､産業･社会構造の
変化により､女性就労者への期待と役割は大きくなっています｡
就労に関する男女の平等な機会と待遇に向けた法整備が進んで
心ますが､まだ不十分な状況もみられます｡町でも働く女性が

増加しつつあり､雇用環境､地域活動､子育て･介護について
支援する必要があります｡

①M字型曲線を描く女性の労働力率※2
女性は結婚や育児等で継続して働くことが難しい｡

②ボランティア･社会的活動への参加推進
女性が持つ力を活かす場やネットワークづくりが必要｡

③育児･介護の支援体制の充実
固定的な性別役割分担意識が､女性に大きな負担を強いている｡

豊かな社会を形成するためには､男女問わず多様な考え方を
認め合い､個々の能力を十分発揮できる環境が必要です｡その
ためにも､女性が家庭以外でもあらゆる分野に参画し能力を高
めること(エンパワーメント※3)が不可欠で､政策方針決定過

程における男女共同参画はその基本となる重要な課題です｡

①男性も女性も一緒に参画※4できるルールづくり
町の女性公職参加状況は約23%程度とまだ十分とは言えない｡

②適正を考えた役員の選出
男性だけではなく､女性の意識改革も必要｡

現在でも｢男は仕事､女は家事･育児｣｢男が委員長､女が副
委員長｣というような男女の役割の固定化やその継承がしばし
ば見られます｡真の男女共同参画社会を実現するためには､こ
うしたジェンダー※5にとらわれた意識を取り除き､男女が個人
として能力を伸ばす環境･雰囲気を整備することが重要です｡
男女に｢男はこうあるべき｣｢女だからこうすべき｣といった役
割を決めつけることで､男女の個人としての能力が無視され､
阻害されている面を取り除いていくことが必要です｡

①家庭や学校､周囲環境からの男女平等意識
今でも男女の固定的な性別役割意識が根強く残っている｡

②男女ともに人権の尊重､互いの性への理解
セクハラ※6やDV※7など､配偶者等に対する身体的､性的､

心理的な暴力が深刻化している｡

No465 (2)

●家族や配偶者への協力の啓発- ･男女ともにボランティアや社会的
活動等を通して､家族の中での役割分担を考え体験できる機会の提供｡

●女性の雇用環境の改善- ･女性が安心して働くことのできる雇用環
境の充実｡特に結婚や子育て後の復帰の機会の改善｡母子の健康負担
の改善｡

●職業能力への開発支援･ -生涯学習やボランティア･社会的活動等
を利用し､仕事に必要とされる技術や知識を学べる機会の提供｡

●一時保育を含む多様な託児サービスの実現- ･時間帯や緊急時の対
応､精神的なストレスへの対応等､多様な託児サービスの充実｡

●現状の託児サービスの周知- ･より良い託児サービスを提供するた
めに現状を把握し､わかりやすい情報の提供｡

●介護支援策の充実- ･介護負担を減少させるための支援サービスの
充実｡

●審議会等のメンバーは役職でなく人で選ぶ- ･審議会等では､各種
団体の会長をあてるという方式を改め､適切な人材を選考する｡

●町議会や審議会等の女性比率の改善を目指す- ･審議会等の公募枠
を増やすと共にそれらに占める女性の比率を明示し､その比率が改善
されるように自治体として取り組む｡

●家庭から始める男女平等な役割分担- ･家庭においても､男女が共
に責任を担い､互いに協力できる環境を整備する｡

●教育環境における男女平等観- ･教育の場においても､子どもたち
が個人として自己の能力が伸ばせるよう取り組む｡

●事業所における性別ではなく､個人の能力での採用や処遇
-セクシャル･ハラスメントや性差別をなくすと共に､性別より

も個人の能力という観点での採用や処遇を進める｡

女
性
の
社
会
進
出
が
目
覚
し
い
現
代
｡
少
子
高
齢
化
･
教
育
の
充

実
に
伴
い
､
今
ま
で
以
上
に
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
そ
の
力
を

発
揮
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
｡
男
女
が
社
会
の
対
等
な
構

成
員
と
し
て
自
ら
の
意
思
に
よ
っ
て
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
活
躍

し
､
共
に
責
任
を
持
っ
て
生
活
す
る
｢
男
女
共
同
参
画
社
会
｣
の
実

現
に
向
け
､
国
や
各
自
治
体
の
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
｡

町
で
も
こ
の
度
｢
ま
つ
だ
女
性
支
援
プ
ラ
ン
｣
を
策
定
し
ま
し
た

の
で
､
紙
面
を
通
じ
て
概
要
を
紹
介
し
ま
す
｡

【
問
合
せ
】
企
画
財
政
課
　
℡
8
3
･
1
2
2
2

※
-
　
男
D
共
同
参
画
社
会

男
女
が
社
会
の
対
等
な
構
成
月
と
し
て
'
自
ら

の
意
思
に
よ
っ
て
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け

る
活
動
に
参
画
す
る
機
会
が
確
保
さ
れ
､
平
等
に

政
治
的
'
経
済
的
､
社
会
的
及
び
文
化
的
利
益
を

享
受
し
､
か
つ
責
任
を
担
う
社
会
｡

※
2
　
労
働
力
率

満
1
 
5
歳
以
上
の
人
口
　
(
生
産
年
齢
人
口
)
　
に
占

め
る
労
働
力
人
口
　
(
就
業
者
と
完
全
失
業
者
の
合

計
)
　
の
比
率
｡
女
性
の
労
働
力
率
は
結
婚
や
出
産
､

育
児
で
2
 
0
代
後
半
～
3
 
0
代
前
半
で
一
度
下
が
-
､

子
育
て
後
の
再
就
職
で
ま
た
上
が
る
M
字
型
の
曲

線
を
措
-
傾
向
が
あ
る
｡

※
3
　
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト

自
ら
の
能
力
を
高
め
､
自
分
自
身
の
可
能
性
を

広
げ
て
い
-
こ
と
｡
女
性
や
障
害
者
等
な
ど
社
会

的
に
立
場
の
弱
か
っ
た
人
た
ち
が
､
政
治
経
済
､

社
会
､
文
化
等
の
領
域
へ
の
参
画
を
目
指
し
て
用

い
る
｡

※
4
　
参
　
画

政
策
や
事
業
等
の
計
画
に
加
わ
る
こ
と
｡
単
に

仲
間
と
し
て
加
わ
る
だ
け
で
は
な
-
､
企
画
･
立

案
や
決
定
に
自
ら
の
意
思
で
関
わ
っ
て
意
見
や
考

え
を
出
し
､
負
担
や
責
任
を
担
い
合
う
主
体
的
か

つ
積
極
的
な
態
度
や
行
動
｡

※
5
　
ク
エ
ン
9
-

｢
女
ら
し
さ
､
男
ら
し
さ
｣
等
の
社
会
･
文
化

的
側
面
か
ら
み
た
性
差
｡
こ
れ
に
対
し
て
'
生
殖

機
能
の
違
い
等
生
物
学
的
な
性
差
を
セ
ッ
ク
ス
と

い
う
｡

ジ
ェ
ン
ダ
ー
は
､
男
と
女
と
い
う
生
物
学
的
な

違
い
で
必
然
的
に
生
じ
る
の
で
は
な
-
､
社
会
が

も
と
め
る
｢
○
○
ら
し
さ
｣
　
の
教
育
や
し
っ
け
に

ょ
っ
て
'
後
天
的
に
形
成
さ
れ
る
｡

※
占
　
セ
ク
ハ
ラ
(
セ
ク
シ
ャ
ル
･
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
)

相
手
の
意
に
反
し
た
性
的
な
嫌
が
ら
せ
｡

※
7
　
D
V
(
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
･
ハ
イ
オ
レ
ン
ス
)

配
偶
者
等
か
ら
の
身
体
的
､
性
的
､
心
理
的
暴

力
｡

用

　

語

　

説

　

明
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葦まつだ女性プラン策定委員会より整数

まつだ女性プラン策定委員会

委員長中村弘行氏
(小田原女子短期大学助教授)

先日､ NHKテレビの朝のニュースで､ある企

業の育児支援策を紹介していました｡女性社員が

途中退社する一番の原因は､ 『出産･育児』であ

るとある自動車メーカーが､女性をつなぎとめる

方策として､会社内に保育園を作ったというので

す｡それも､看護師も雇い入れて､病児保育も実

現した本格的なものでした｡やり方次第では､女

性社員はもっともっと会社に貢献してくれる､そ

れを逃してはならない､この会社の方策にはその

ような精神が脈打っているように感じられました｡

｢まつだ女性支援プラン｣も､基本的には同じ

方向性を持っています｡女性が社会のあらゆる場
でもっと力を発揮できるような､さまざまな対策

を立てていこうというのがこのプランの基本的立

場です｡プランは3つの柱にまとめられています｡

そして､それぞれの柱ごとに｢具体的な取り組み｣

が明記してあります｡委員会で最も力を入れたの

が､この｢取り組み｣を明確にすることでした｡

これらの｢取り組み｣が今後着実に実行されるこ

とが､男女共同参画社会を実現する近道だと思い

ます｡いくら外の社会の仕組みを変えても､家庭

における男性の意識が変らなければ同じだという

わけです｡

意識の問題は難しいものですが､大局的には社

会の仕組みが変れば意識も変わると思います｡例
えば､男性も1年間の有給育児休業をとることが

できるようになったスウェーデンやデンマークで

は､男性が仕事と家事･育児の両方を楽しむよう

になったと言われています｡スウェーデンやデン

マークの男性がもともと家事･育児に理解や関心

のある人たちだったのではなく､有給育児休業制

度の誕生という具体的な｢取り組み｣が男性の意

く変えたのだと思います｡ですから､や

牽　蟹　玉　教　室　費　慈

まつだ女性プラン策定委員会は､学識経験者､議

会議員､一般公募等10名の委員からなる委員会
です｡平成13年秋から2年間にわたり､委員の方々

のご尽力をいただき討議を重ね､本紙概要の元に

る答申としてまとめられました｡

札粥男輔生フォー私

つだ女
～一人ひとりが輝く

ンの策定趣旨
男女共同参画社会(※1)の実現のために､町ではその実現への第1歩はまず女性に対する

支援からと考えます｡日本では､憲法で男女平等が保障されていますが､古くからの慣習等により､

女性が不利な立場に置かれている現状も事実です｡高齢化･核家族化が進む中で■､安心して

子育てができ､男女が生き生きとして互いに支え合える町を目指し､ ｢男女が性別によって差別

されることなく､個人としての尊厳と人権が守られ､社会のあらゆる分野で自己の持つ能力

が発揮できるようにする｣ことを目標に『まつだ女性支援プラン』を策定しました｡

｢ジ工ンず｣掘られ方､綿イ下のつくられ方｣

テレビ､雑誌､新臥　CM､ホームドラマ､アニメ､広告などに登場

する男性･女性像を見てみると､中には意外と古く固定化された男女の

イメージが浸透してはいないでしょうか｡ジェンダー(社会的､文化的､

歴史的に作られた性差)の視点から情報を見分け､ ｢自分らしい生き方｣

を考えてみませんか｡

●日　　時　　3月19日(金) 13:30-15:30

●場　　所　　足柄上合同庁舎　大会議室

●講　師　諸橋　泰樹　氏(フェリス女子学院大学教授)

●申込方法　下記まで電話でお申し込みください｡ (先着100名)

●その他　保育あり(2歳以上)､希望者は3/15までにご予約を｡

【申込み･問合せ】足柄上地区行政センター　県民部県民課

℡83･5111 (内線) 242

第1の桂　一ともにいきる一

女性の就労機会の拡大及び社会活動の支援し

女性の社会的･経済的自立は､活気
ある男女共同参画社会の実現､すなわ
ち社会への新しい可能性への挑戦に必

要です｡

第2の桂　一ともにつくる一

公共的組織における意思決定への女性の参画

実のある男女共同参画社会を作るた
めには､あらゆる分野に女性の意見を
反映させる仕組みをつくることが必要lLj,r
です｡

第3の桂　一ともにみとめあう一

男女平等･人権尊重の啓発､教育

男女共同参画社会の未来を考える時､

子どもたちが育つ家庭と地域･教育現
場に性別にとらわれない自由な自己決
定ができる環境や雰囲気づくりが必要
です｡

住民の自覚と行動

住民､自治体､事業所
が役割を持ち､プランに

基づいて各課題を具体的

き大

｢

す

を
-
ま
　
毅
湖

識
/
は
い

｢取り組み｣の実行が鍵になるのだと私は思

■労

.
a

【
プ
ラ
ン
の
内
容
】

男
女
が
性
別
に
よ
っ
て
差
別
嘉
る
こ
と
な
く
､
個
人
と
し
て
の
尊
厳
と
人
権
が
守
克
､

社
会
の
雪
ゆ
る
分
野
で
自
己
の
持
つ
能
力
が
発
揮
で
き
る
よ
う
に
す
る
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｢その他プラスチック製容器包装分別収集｣が､ 3か月の試行期

間を経て､この4月より本実施となります｡町民の皆様には､何か

とご不便をおかけしていますが､資源の有効利用を図るため､ご協

力をお願いします｡ 『限りある資源の利用者は､私たち自身』との

意識を持ち､分別収集を徹底させていきましょう!

【問合せ】町民環境課生活環境班　℡83 ･ 1225

◆試行期闇の分別収集状況は?◆

｢その他プラスチックごみ｣の分別状況を調査したところ､大多

数の方は収集品目を守り､分別収集にご協力くださっています｡し

かし､ ｢その他プラごみ｣以外のものを混ぜ､誤って出している方

も一部に見受けられます｡

○例えば･食品の残り､汚れなどが付いたままのもの
･ハンガーや玩具など､プラごみの認証マークがないもの

･分別収集対象品日だが､土や汚れの付着があるもの

･袋に入っていない状態で出されたもの　　　　など

分別収集対象品目であっても､きれいな状態で出されていないた

め､皆さんに出していただいた袋に町のシール(赤枠シール)を貼

り､再度分別してプラごみとして出されるように､ごみの集積所に

残している状況です｡確実にリサイクルを行うためにも､各家庭に

配布しました｢ごみカレンダー｣で分別のルールを再確認の上､指

定日に出してください｡

◆ワンポイント･メモ◆

｢その他プラスチック製容器包装｣の収集対象品日とは､使

い捨ての目的で製造されたプラスチック製品､商品の容器や商

品を包む目的で作られたものが対象となります｡

なお､回収されたその他プラスチックごみは､ ｢容器包装リ

サイクル法｣に基づき､プラスチック容器製造業者などが再商

品化のための費用を負担しています｡

< --ll･Il-I I-

No465 (4)

◆皆さんからの雫望･胃闇lZお答えします◆

O ｢その他プラスチックごみ｣の収集回収日を､現在の月2回から

増やしてもらえませんか?

●現時点で､収集回数に変更はありません｡

収集回数を決定するに当り､足柄上地区の-市五町ごみの広域処

理形態の統一を図っています｡すでに｢その他プラごみ｣の分別収

集を実施している南足柄市ならびに開成町の収集回数を考慮し､足

柄東部清掃組合を構成する大井町､中井町､松田町でも､各家庭で

どのくらいの排出量があるか試験を重ね､財政面などを含めた総合

的な観点から､月2回の収集を決定しました｡

なお､分別収集試行後の平成16年1月末現在､当町の燃えるご

みの割合は､昨年度比で5.1% (13.42t)削減されました｡

分別収集を開始したばかりで分別が定着していない状況にあり､

分別の徹底を図ることで､更に燃えるごみ削減が期待できます｡

また､ 4月からは分別収集品目に､シャンプー等の｢ボトル類｣

や｢ラップ類｣が新たに追加され､ ｢その他プラごみ｣の回収量増

加が予想されます｡町ではごみの回収量に応じて､今後1市5町間

で収集回数の増について協議していきたいと思います｡

○その他プラごみを出す時は､燃えるごみで使用している町の指定

袋を使ってもよいのでしょうか?

●町の指定袋は基本的に使用せず､レジ袋等を使用してください｡

ソース､ドレッシング､シャンプー等のボトル　魚･肉などの商品包装に利用されるラップフィルム

※認証マークを確認してください｡　　　　　※家庭で使用したラップは､燃えるごみになります｡

ラップ類には､特に認証マークはありません｡

元気がいっぱいl. :･ 'L:ミ'-- ;i,.∴主＼主}喜

て脚讐芸芸窒軸軌幕磁表彰幕で紳こ学芸詔書軌

▲ (左より)表彰状を手に栗田教頭先生､片岡さん､養護

の中村先生

･
'
:
 
･
予
言

松
田
小
学
校
が
｢
二
十
1
世
紀
･
新
し
い
時
代

の
健
康
教
育
推
進
学
校
優
良
校
｣
と
し
て
､
(
財
)

日
本
学
校
保
健
会
よ
-
全
国
表
彰
を
受
け
ま
し
た
｡

こ
れ
は
'
平
成
8
､
9
年
度
に
県
教
育
委
員
会
学

校
保
健
推
進
校
と
し
て
の
研
究
や
､
異
年
齢
児
童

で
活
動
を
行
う
コ
ス
モ
ス
活
動
､
健
康
に
関
す
る

関
心
･
意
欲
･
態
度
を
育
て
る
た
め
の
す
-
す
-

委
員
会
な
ど
､
家
庭
･
地
域
と
連
携
し
な
が
ら
学

校
保
健
活
動
を
行
い
､
優
れ
た
健
康
教
育
を
推
進

し
大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
い
る
点
が
評
価
さ
れ
た

も
の
で
す
｡
平
成
1
 
4
年
に
'
同
校
は
県
健
康
教
育

推
進
最
優
秀
学
校
に
選
ば
れ
て
お
り
､
そ
れ
に
続

-
表
彰
と
な
り
ま
す
｡

心
も
体
も
元
気
な
松
田
の
子
が
､
こ
れ
か
ら
も

ま
す
ま
す
増
え
て
い
-
こ
と
で
し
ょ
う
｡

給
田
小
学
校
3
年
生
の
片
岡
千
佳
子
さ
ん
が
｢
保

健
に
関
す
る
調
査
研
究
小
学
校
(
中
学
年
)
･
個

人
の
部
｣
　
で
県
学
校
保
健
連
合
会
よ
り
表
彰
を
受

け
ま
し
た
｡
片
岡
さ
ん
の
テ
ー
マ
は
､
｢
は
と
-

ち
の
研
究
｣
｡
夏
休
み
に
お
父
さ
ん
に
も
協
力
し

て
も
ら
い
､
2
週
間
か
け
て
仕
上
げ
た
と
の
こ
と
｡

自
分
自
身
に
虫
歯
が
あ
っ
た
こ
と
も
あ
-
､
虫
歯

の
原
因
や
予
防
に
つ
い
て
知
り
た
い
と
思
っ
た
こ

と
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
そ
う
で
す
｡

こ
の
研
究
で
大
変
だ
っ
た
こ
と
は
?
と
の
質
問

に
｢
調
査
し
た
こ
と
を
'
文
章
に
ま
と
め
る
の
に

苦
労
し
ま
し
た
｡
夏
休
み
の
自
由
研
究
も
あ
っ
た

の
で
2
つ
の
研
究
は
大
変
で
し
た
｡
｣
と
答
え
て

-
れ
ま
し
た
｡
研
究
を
通
じ
て
､
歯
の
役
割
を
学

び
､
大
切
に
し
よ
う
と
感
じ
た
そ
う
で
す
｡
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電子申請･届け出

ポ｣タルサイト

◆公的個人認証サービスとは?
これは､電子申請や届出等をする際に､申請者が本人であること

申請内容が通信中に改ざんされていないことを証明するサービスで

す｡いわばインターネット版印鑑証明で､電子自治体を実現する上

で不可欠なものです｡

◆サービスを利用するには?
①役場窓口で住民基本台帳カードを取得する｡

申請から発行まで約2週間､手数料は､ 1,000円です｡

(丑電子証明書を記録する｡

役場窓口で､住民基本台帳カードのICチップの中に電子証明書
と鍵を記録します｡ (平成16年3月末日までは手数料無料･個人

のパソコンにインストールするクライアントソフトをお渡ししま

す)

③電子申請･届出等を行う｡

現在は､郵送および行政機関窓口に出向き申請を行わなければな

りませんが､電子証明書が記録された住民基本台帳カードを利用

することで､自宅などのパソコンから申請を行うことが可能にな

ります｡ (ただし､個人でカードリーダーライタの購入が必要)

◆サービス開始で､今後電子申請･届出が可能となる手続きは?
○社会保険関係手続き(年金､医療保険等)平成15年度中に開始

詳細は社会保険庁ホームページへ　http://www.sia.go.jp

O国税(法人税､消費税､所得税)の確定申告(平成15年度は名古

屋国税局管内のみ)

詳細は国税庁ホームページへ　http:〟www.e-tax.nta.go.jp

Oパスポート申請､建築確認申請､自動車保有関係手続きについて

も､今後サービス提供を行うため準備中です｡

インターネットの急速な普及により､皆さんが自宅

などからインターネットを利用して､いつでも行政機

関への申請や届け出などが行えるよう､県と市町村共

同で推進している公的個人認証サービスについてご紹

介します｡

【問合せ】町民環境課窓口班℡83 ･ 1225

行政機関

※改ざん､なりすましを防止

▲受賞作晶は､ ｢その他プラスチック

ごみ分別収集｣を特集した平成15

年12月号｡

今
年
1
月
､
｢
平
成
1
5
年
県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
｣
　
の
審
査
結
果
が
発
表
さ

れ
､
広
報
紙
部
門
　
(
町
村
部
)
　
で
､
当
町
広
報
紙
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
｡こ

の
コ
ン
ク
ー
ル
は
､
県
内
市
町
村
の
広
報
広
聴
活
動
の
向
上
を
目
的
と

し
て
'
1
9
5
5
年
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
｡
各
市
町
村
が
そ
の
年
に
発

行
し
た
広
報
紙
(
1
月
～
1
 
2
月
号
)
　
か
ら
選
-
す
ぐ
-
の
一
点
を
提
出
し
､

新
聞
記
者
､
大
学
教
授
な
ど
の
専
門
家
ら
が
､
①
企
画
力
(
記
事
の
切
-
口

や
発
想
性
)
'
②
文
章
力
(
表
現
力
'
読
み
や
す
さ
､
表
記
等
)
'
③
デ
ザ
イ

ン
､
レ
イ
ア
ウ
ト
等
の
観
点
か
ら
審
査
を
行
い
ま
す
｡
2
月
6
日
の
表
彰
式

で
は
､
｢
表
紙
特
集
な
ど
'
写
真
を
効
果
的
に
便
い
す
っ
き
-
し
て
い
て
､

資
源
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
説
得
力
あ
る
作
-
｡
財
政
公

表
も
わ
か
り
や
す
-
､
最
終
面
も
4
色
カ
ラ
ー
を
上
手
に
使
い
見
や
す
い
紙

面
に
し
て
い
る
｣
と
受
賞
に
関
す
る
講
評
が
あ
り
'
記
念
の
賞
状
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
｡
こ
の
後
受
賞
作
品
は
､
各
部
門
ご
と
の
作
品
と
共
に
､
今
年
度

の
全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
品
さ
れ
る
予
定
で
す
｡

広
報
紙
は
､
町
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
役
立
つ
町
の
情
報
が
掲
載
さ
れ
'

親
し
み
を
も
っ
て
読
ん
で
い
た
だ
け
る
こ
と
が
何
よ
-
も
大
切
な
役
割
だ
と

考
え
て
い
ま
す
｡
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
･
ご
要
望
､
取
材
等
へ
の
ご
協
力

な
し
に
紙
面
は
成
-
立
ち
ま
せ
ん
｡
今
後
と
も
よ
-
良
い
広
報
紙
を
目
指

し
､
担
当
一
同
努
力
し
て
い
き
ま
す
の
で
､
町
の
広
報
広
聴
活
動
へ
の
ご
協

力
を
よ
ろ
し
-
お
願
い
し
ま
す
｡

H
･
成
提
県
広
報
コ
喜
ん
で

松
宗
が
轟
誓
書
･
･
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-.豊かな自然環境のもとで､ふるさとの歴史と丈

化を継承･活用し､生涯を通じて自己啓発に努

め､創建性豊かな町民を育成する｡

二.家庭･学叔･地域の連携のもとで､心身共に思

いやりのある青少年を育成する｡

三.スポーツ･レクリエーション活動を並逢し､健

康で明るく活力に富む町民を育成する｡

四. qT民と行政が協萌し､生涯学習活動により､人

と人､人と地域が連携するまちづくりを進める｡

､
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足柄上地域の花をモチーフにチョークで措いた絵はがきと切手がセット

になり､発売されました｡当町は､町の花｢コスモス｣がモチーフとなっ

ています｡

原画は､昨年3月に開成町立文明中学校長を退職され､現在同町教育指
かわすみのぼる

導委員として活躍されている川澄遅さんです｡子どもの館でも四季折々

のチョーク画を措いていただいています｡微妙な色の濃淡など､実際の絵

を見るとチョークで措いたとは思えない繊細さに目を奪われます｡

せひ､皆さんも子どもの館や郵便局でごらんになってください｡

町内の各郵便局および足柄上郡など県西部郵便局

1セット1,000円(消費税込み)

※絵はがき5枚+1,000円分の切手を加えたセットです｡

桧田郵便局総務課　℡83 ･ 1202

No465 (6)

足柄上地区(南足柄市､中井町､大井町､松田町､山北町､開成

町)で活動している郷土芸能団体等が､相互の情報交換や交流を深

めていく組織｢足柄上地区郷土芸能団体等ネットワーク｣を､平成

16年3月13日に発足することになりました｡

これを記念して､設立記念公演を行います｡さまざまな郷土芸能

団体の演技を一堂にご覧になれる機会です｡ぜひお気軽に足をお運

びください｡

日　時　　3月13日(土) 13:30-16:00

場　所　　大井町立中央公民館ホール

主　催　　足柄上地区郷土芸能団体ネットワーク化準備会

申込み･問合せ　　足柄上地区行政センター　県民部県民課

℡83 ･ 5111(代)

※観覧希望の方は県民課まで電話で申し込みください｡

<出演予定団体>

公 

1 �>ﾉ�ｹ[�2�.相模人形芝居足柄座 

2 �(h鯖*ﾂ�しらさぎ太鼓同好会 

3 ��X鯖*ﾂ�おおいよさこいひょうたんおどり 

4 傴ﾉ69*ﾂ�松田町大名行列保存会 

5 伜)fｹ*ﾂ�酒水太鼓を守る会 

6 丶ｩ�ﾉ*ﾂ�開成水神雷太鼓保存会 

平
成
元
年
の
生
涯
学
習
モ
デ
ル
町

指
定
以
来
､
町
で
は
多
種
多
様
な
価

値
観
と
そ
の
時
代
ご
と
の
課
題
や
問

題
を
把
握
L
t
　
生
涯
学
習
に
対
す
る

町
民
意
識
の
向
上
を
図
る
た
め
生
涯

学
習
の
推
進
に
取
-
組
ん
で
き
ま
し

た
｡
そ
の
成
果
も
あ
-
､
現
在
'
町

立
公
民
館
を
定
期
的
に
利
用
す
る
公

民
館
登
録
団
体
が
3
 
8
団
体
､
′
地
区
の

公
民
館
等
を
定
期
的
に
利
用
す
る
団

体
が
3
団
体
､
町
体
育
館
を
は
じ
め

と
す
る
町
公
共
施
設
を
定
期
的
に
利

用
す
る
ス
ポ
ー
ツ
登
録
団
体
が
4
 
5
団

体
と
活
発
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
｡

今
年
度
は
､
2
 
1
世
紀
の
新
た
な
『
ま

つ
だ
の
生
涯
学
習
』
を
切
-
開
-
た

め
'
ま
ず
'
そ
の
原
点
に
た
ち
か
え

る
こ
と
を
テ
ー
マ
に
大
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
｡
ま
ず
'
寄
地
区
子
ど
も
会

連
絡
協
議
会
本
部
役
員
と
し
て
活
躍

さ
れ
た
浦
野
秀
敏
さ
ん
が
教
育
委
員

会
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
｡

次
に
'
こ
の
1
 
5
年
間
を
検
証
し
､

｢
町
生
涯
学
習
の
歩
み
と
展
望
｣
､
｢
町

生
涯
学
習
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
｣
が
報

告
さ
れ
､
体
系
の
変
化
､
各
種
団
体

や
自
治
会
の
在
-
方
や
今
後
の
課
題

に
つ
い
て
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
｡

ま
た
､
平
成
元
年
に
実
践
発
表
さ

れ
た
2
団
体
に
よ
る
1
 
5
年
間
を
振
-

返
っ
て
の
発
表
と
､
各
種
団
体
'
大

名
行
列
保
存
会
'
自
治
会
等
4
団
体

の
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
｡
実
演
や

ビ
デ
オ
な
ど
を
使
っ
た
'
熱
気
あ
ふ

れ
る
活
動
の
風
景
が
伝
わ
る
発
表
に

参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
大
き
な
拍
手

が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
｡
大
会
内
容

は
､
町
教
育
委
員
会
発
行
の
　
｢
学
び

の
広
場
｣
　
で
も
特
集
さ
れ
ま
す
｡

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
､
生
涯
学
習
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
｡

2
月
7
日
(
土
)
､
平
成
1
5
年
度
生
涯
学
習
推
進
大
会
が
町
民
文
化
セ
ン
タ
ー
展
示
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
｡
平
成
元
年
に
国
･
県
の
　
｢
生
涯
学
習
モ
デ
ル
町
｣
　
の
指
定
を
受
け
､
町
の
生
涯
学
習
の
基

礎
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
以
来
､
今
年
で
1
 
5
回
目
を
数
え
ま
す
｡
生
涯
学
習
の
原
点
に
戻
り
｢
生
涯
学
習

と
ま
ち
づ
く
り
･
ひ
と
づ
く
り
｣
を
テ
ー
マ
に
､
開
催
さ
れ
た
大
会
の
様
子
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
｡

【
問
合
せ
】
町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
　
℡
8
 
3
･
7
0
2
1
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このコーナーでは､役場の

業務内容を､担当職員のエ

ピソードなどを交えながら

紹介します｡

新着図書
一一■　一　般　書　■･-

なかにし礼

大宮行光

津本　陽
いしいしんじ

村上政博

長崎　有

壇　ふみ

五木寛之

三谷一馬著

｢夜盗｣

｢天変地異のメカニズム｣

｢巨眼の男｣

｢ぶらんこ乗り｣

｢法科大学院｣

｢ジャージの二人｣

｢父の縁側､私の書斎｣

｢百の旅　千の旅｣

【今月の1冊】

｢江戸見世屋図緊｣

江戸という時代を理解
する助けになる本｡浮世
絵で当時の風物を見てみ
ると｡らくだをつれた唐人｡

大きな窯で焼き芋を焼い
ていたり､薬屋の店先の賑

わいなど興味深い｡

一一■　児　童　書　■･-

｢フラワーベイビー｣　　　　アン･ファイン

｢13歳のハローワーク｣　　　　　　村上　龍

｢ズッコケ怪奇館幽霊の正体｣　　　那須正幹

｢かいけつゾロリとなぞのまほう少女｣　原ゆたか

｢クローン羊のつくりかた｣へイゼル･リチャード

｢ストラヴァガンザ｣　　　メアリ･ホフマン

｢チェーンメール｣　　　　　　　　石崎洋司

｢run!run!run!｣　　　　　贋畑澄人

【今月の1冊】

｢スケルトンキー｣
アンソニー･ホロビィッツ著

女王陛下の少年スパイ　アレッ

クス｡ 007並みの活躍で14歳の

アレックスが世界の危機を救う｡

荒唐無稽な話とわかっていても
引き込まれてしまうおもしろさ
があります｡

*以上は新着125冊の抜粋です｡この広報に掲載さ

れた新着図書は2日から､その他新着図書の展示予
約は9日(火)､貸出は16日(火)から受け付けます｡

▲ (左から)谷美和子､渋谷洋子､湯川明美､

石井敏文､鍵和田佑子が担当します｡
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第
1
 
3
回
は
'
公
民
館
登
録
団
体

｢
あ
じ
さ
い
(
茶
道
)
｣
を
紹
介
し

ま
す
｡こ

の
会
は
'
教
育
委
員
会
で
開

催
さ
れ
た
茶
道
講
座
に
参
加
し
た

方
を
中
心
に
結
成
し
､
今
年
で
1
 
9

年
目
を
迎
え
ま
し
た
｡
現
在
'
4
 
0

代
か
ら
6
 
0
代
の
会
員
6
名
で
活
動

し
て
い
ま
す
｡
指
導
の
先
生
を
は

じ
め
'
会
員
に
は
結
成
当
初
か
ら

続
け
て
い
る
会
員
も
多
-
和
や
か

な
雰
囲
気
で
す
｡

主
な
活
動
と
し
て
'
毎
月
3
回

文
化
セ
ン
タ
ー
の
和
室
を
利
用
し

た
お
稽
古
､
町
文
化
祭
等
町
行
事

へ
の
参
加
､
茶
道
に
関
連
し
た
美

術
展
見
学
な
ど
の
研
修
会
を
行
っ

て
い
ま
す
｡
年
頭
に
は
､
近
隣
地

域
に
あ
る
茶
室
を
借
り
て
'
他
の

茶
道
サ
ー
ク
ル
と
合
同
で
初
釜
を

行
っ
て
い
ま
す
｡
さ
ま
ざ
ま
な
茶

室
で
の
お
茶
席
は
'
新
鮮
な
気
分

で
'
毎
年
楽
し
み
な
行
事
と
な
っ

て
い
ま
す
｡

会
が
ス
タ
ー
ト
し
た
当
初
は
､

立
ち
居
振
舞
い
や
道
具
の
扱
い
な

ど
､
襖
の
開
け
閉
め
ひ
と
つ
に
し

て
も
皆
分
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
｡

1
つ
ひ
と
つ
先
生
に
教
え
て
頂
い

て
今
に
至
っ
て
い
ま
す
｡
練
習
で

は
､
順
番
に
お
手
前
を
し
ま
す
が
う

そ
の
都
度
新
た
な
発
見
が
あ
り
ま

す
｡

茶
道
は
茶
に
ま
つ
わ
る
事
柄
だ

■
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.
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.
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.

　

　

･

1

け
で
な
く
'
華
道
'
焼
物
'
軸
､

書
な
ど
と
の
つ
な
が
り
も
深
-
､

学
べ
ば
学
ぶ
ほ
ど
興
味
の
尽
き
な

い
幅
広
さ
と
奥
深
さ
が
あ
り
ま
す
｡

一
歩
和
室
に
足
を
踏
み
入
れ
'
精

神
を
集
中
し
て
稽
古
す
る
時
間
は
'

忙
し
い
日
常
生
活
を
忘
れ
'
｢
無
｣

に
な
れ
る
か
け
が
え
の
な
い
ひ
と

と
き
で
す
｡
練
習
の
後
､
気
持
ち

の
良
い
仲
間
た
ち
と
'
持
ち
寄
っ

た
手
作
り
菓
子
等
を
頂
き
な
が
ら

の
雑
談
も
と
て
も
楽
し
-
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
で
き
ま
す
｡

外
出
先
や
旅
先
で
'
気
に
な
り

な
が
ら
も
お
茶
席
を
通
り
過
ぎ
て

し
ま
っ
た
｡
そ
ん
な
経
験
を
お
持

ち
の
方
は
案
外
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
｡
｢
気
軽
に
お
茶
が

頂
け
た
ら
｣
と
お
思
い
の
方
､
茶

道
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
'
気
軽

に
活
動
を
見
学
に
い
ら
し
て
-
だ

さ
い
｡
初
心
者
の
方
で
も
大
丈
夫

で
す
｡
ま
ず
は
所
作
を
見
る
だ
け

で
も
勉
強
に
な
る
と
思
い
ま
す
｡

私
た
ち
と
一
緒
に
'
伝
統
文
化
､

和
の
空
間
に
身
を
置
-
喜
び
を
味

わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
｡

【
問
合
せ
･
サ
ー
ク
ル
情
報
】

●
会
費
　
月
3
千
円
程
度

●
日
時
　
毎
月
第
1
-
3
水
曜
日

1
8
時
3
0
分
～
2
1
時

●
場
所
　
町
民
文
化
セ
ン
タ
ー

●
連
絡
先
　
代
表
　
岩
永
佐
知
子

℡
8
 
2
･
2
4
0
1
(
1
 
9
時
以
降
)

.
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∴
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･T**
･

･

～
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･

･i
･

･

@*
､

@a～:

1
､

1
､∴8

､

1
1級**S**

1

孝

一**
1

*
@

争

u

垂
(
敬
称
略
)

～
県
立
相
模
湖
公
園

仝
7
区
間
(
5
 
1
･
5
k
m
)

県
教
育
委
員
会
ほ
か

3
 
5
チ
ー
ム
3
5
0
名

優

　

勝

準
優
勝

1
月
1
 
8
日
(
日
)

町
体
育
館

町
体
育
協
会

4
0
名

A
ブ
ロ
ッ
ク

鈴
木
･
芳
賀
組

(
平
壌
y
o
c
)

中
村
･
安
藤
組

(
ア
ー
ト
健
楽
園
)

松
田
町
チ
ー
ム
3
 
4
位

(
タ
イ
ム
3
時
間
1
 
2
分
6
秒
)

3
　
位
　
木
村
･
渋
谷
組

吉
村
･
浅
沼
組

(
共
に
､
平
塚
Y
o
c
)

･
B
ブ
ロ
ッ
ク

優
　
勝
　
遠
藤
･
熊
沢
組

(
寄
卓
球
ク
ラ
ブ
)

2
　
位
　
池
田
･
池
田
組

(
小
田
原
卓
球
)

3
　
位
　
前
田
･
杉
山
組

(
平
塚
y
o
c
)

井
上
･
大
口
組

(
山
北
ク
ラ
ブ
)

･
出
場
選
手

-
区
　
渋
谷

2
区
　
竹
内

3
区
　
武
田

4
区
　
青
木

5
区
　
早
崎

6
区
　
内
藤

7
区
　
折
田

※
大
会
当
日
'

勇
人
(
城
山
)

郁
雄
(
沢
尻
)

義
之
(
湯
の
沢
)

百
合
(
谷
戸
)

英
幸
(
仲
町
)

寛
孝
(
城
山
)

書
儀
(
店
屋
場
)

多
数
出
場
者
へ

の
表
彰
が
あ
-
'
当
町
か
ら

は
内
藤
寛
孝
さ
ん
が
1
 
0
回
出

場
で
表
彰
を
受
け
ま
し
た
｡

激
賞
濃
　
2
月
8
日
(
日
)

策
､
伽
療
　
秦
野
市
中
央
運
動
公
園

心
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

第
二
幼
稚
園
の
一
日
は
､
ご
家
族

と
手
を
つ
な
ぎ
､
う
れ
し
そ
う
に
登

園
し
て
く
る
子
ど
も
た
ち
と
先
生
と

で
交
わ
す
元
気
な
挨
拶
と
笑
顔
の
出

迎
え
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
｡
園
で
は
'

園
内
で
の
活
動
の
み
な
ら
ず
､
園
外

保
育
や
飼
育
栽
培
活
動
､
祖
父
母
や

保
護
者
と
の
ふ
れ
あ
い
活
動
等
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
お
-
'
こ
の

よ
う
な
多
く
の
体
験
を
通
じ
'
子
ど

も
た
ち
に
大
き
-
成
長
し
て
い
っ
て

ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
｡

入
園
当
初
､
お
母
さ
ん
か
ら
離
れ

ら
れ
ず
に
泣
い
て
し
ま
い
部
屋
に
な

か
な
か
入
れ
ず
に
い
る
子
も
い
ま
す
｡

先
生
は
優
し
-
話
し
か
け
た
り
'
抱
っ

こ
し
た
り
し
な
が
ら
'
楽
し
く
通
園

で
き
る
よ
う
に
と
心
通
わ
せ
､
自
分

の
力
で
　
｢
は
じ
め
の
1
歩
｣
を
踏
み

出
せ
る
よ
う
に
か
か
わ
っ
て
い
き
ま

す
｡

子
ど
も
た
ち
は
､
初
め
て
の
体
験

に
不
安
で
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
も
､

い
つ
の
間
に
か
目
を
輝
か
せ
､
笑
顔

に
な
っ
て
の
め
-
込
ん
で
遊
ん
で
い

ま
す
｡
そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
の
表
情

に
ふ
れ
ら
れ
る
瞬
間
が
私
た
ち
に
と
っ

て
最
高
の
喜
び
で
す
｡

子
ど
も
が
遊
び
に
集
中
し
て
い
る

時
､
ふ
と
担
任
に
｢
マ
マ
-
｣
と
声

を
か
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
｡
お
互

い
顔
を
見
合
わ
せ
'
思
わ
ず
テ
レ
笑

い
し
た
後
､
園
で
も
家
庭
と
同
じ
よ

う
に
安
心
し
て
遊
べ
て
い
る
ん
だ
な
ぁ

と
感
じ
'
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
常

に
居
心
地
の
良
い
場
所
を
提
供
で
き

た
ら
と
の
思
い
が
膨
ら
み
ま
す
｡
子

ど
も
た
ち
が
遊
び
の
ヒ
ン
ト
が
欲
し

い
時
や
知
恵
を
借
り
た
い
時
に
は
い

つ
で
も
手
助
け
で
き
る
よ
う
一
緒
に

遊
び
､
時
に
は
見
守
り
な
が
ら
､
一

人
ひ
と
り
の
思
い
が
達
成
で
き
る
よ

う
に
か
か
わ
っ
て
い
こ
う
と
心
が
け

て
い
ま
す
｡

ま
た
､
保
護
者
と
の
連
携
も
大
切

に
考
え
て
い
ま
す
｡
保
護
者
の
方
に

も
子
ど
も
の
姿
を
見
つ
め
､
受
け
止

め
'
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
持
ち
'
た
-

さ
ん
の
愛
情
を
注
ぎ
な
が
ら
､
共
に

歩
ん
で
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
｡

3
月
に
入
り
'
い
よ
い
よ
幼
稚
園

も
ま
と
め
の
時
期
で
す
｡
つ
い
慌
し

く
過
ぎ
て
し
ま
う
3
学
期
で
す
が
､

卒
園
･
進
級
を
間
近
に
控
え
た
一
人

ひ
と
り
の
成
長
を
見
つ
め
返
し
な
が

ら
､
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西平畑公園の催し物質浩志冨89,:冒50圭子去02?23､29日

iW@,町民文化センター大ITt -Jレ臥物よ8B37･B72.R2完

漸…; 唸ﾉ(蓼*ﾂ�…∴■浅瀬■削.服….きき､ミミ_潮--,主を.…ー;…て…≡1 ��8 亰2�

7 �?｢�2004たんばぽコンサート ��3｣3��800円 幼児300円 俘x№&8+ﾘ/�,�-ｲ�xC3r�#scB�

14 �?｢�立花学園高校吹奏楽部 ��3｣3��入場自由 凛x扎ｧx��ﾘ(ﾕｩ���HｽiYB�
第3回定期演奏会 劍xC�2����2�

19 仞��立花学園高校軽音楽部 ��3｣3��入場自由 凛x扎ｧx��ﾘ(ﾕｨﾇ�乂兀B�
春季ライブ 劍xC�2����2�

21 �?｢�足柄ウインドオーケストラ ��C｣���入場自由 ��ｹ[�4X48986�4��ｸ5�5�6x8��
第2回定期演奏会 劍xC�SS�繝偵#c�R�

28 �?｢�ジェットライヴ2004 ��#｣���入場自由 �5x4h6(6x8�489H��ﾗ8効醜橙�xC�2經C���

*内容･入場券等は､主催者に直接お問合せください｡

*主催者の都合により､内容が変更される場合がありますのでご了承ください｡

*駐車場が狭いため､駐車出来ない場合がありますのでご了承ください｡

*今月の休館日は､1､8､15､22､29日です｡

｢まつだ女性支援プラン｣冊子完成に伴い､男性の多い職場で働く女性を取材｡おだやかな語り]の中に､苦労

を乗り越え､充実した仕事をしているからこそ持てる｢しなやかな強さ｣を感じました｡ ｢まずは挑戦してみな

ければ何も始まらない｣との言葉に､背中をボンと押された気がしました>また､以前プラン策定委員の女性に

いただいたファックスを思い出しました｡会議に参加して､女性の社会や家庭での役割､自身について考えるきっ

別ナとなったこと､日々時間に追われながらも､ ｢何らかの形で社会に役立ちたい､つながりをもちたい｣と考え

ている女性は周りに大勢いること､皆が性別でも年齢でもなく｢自分らしく｣生活できるサポートを求めているこ

とが記されていましたl皆さんの軌lが詰まったプランを第惨として､女性(男性)の力を射すことのできる

社会づくりに向け､行政伯民･事業所等が一体となり推進していかなければとの想いを強く持ちました｡ ∪

今月の納税田
納期限

国民健康保険税(随時1期) 3月31日

※ 12月中に国民健康保険へ加入し

た方の納期です｡

介護保険料(随時1期ト3月31日

【問合せ】国保年金班℡83･1225

福　祉　班℡83･1226

※税金等のお支払いは､便利な口座

振替をご利用ください｡

相談(時間は鮒け時間'Bj

法　　律　　◆ 9:00-ll:00

2日(火)･4月6日(火)

町民文化センター(開館8:30)

※先着受付順6名まで

人権･行政　◆10:00-12:00

16日(火)町民文化センター

出張年金相談◆13:00-15:00

17日(水)役場1階町民室

すくすく育児相談
2日(火)9:30-10:30

健康福祉センター
離乳食講習会

10日(水)9:45-10:00

健康福祉センター
1歳6か月児健康診査
24日(水)12:50-13:15

健康福祉センター
1歳児歯科指導教室
26日(金)9:45-10:00

健康福祉センター
おとな健康相談

4日･11日･18日(木)

9:30-10:30

健康福祉センター
25日(木)9:30-10:30

文化センター第二学習室
基本健康診査眼底検査結果説明会

10日(水) 12:30-13:00

健康福祉センター
運動習慣のある人向き
マイナートラブルに対処するため

の講習会
11日(木)(∋ 9:30-10:00

@13:00-13:30
健康福祉センター

高齢者運動セミナー
25日(木)9:30-10:00

文化センター展示ホール
高齢者食生活改善講習会
30日(火)9:30-10:30

健康福祉センター
ポリオワクチン投与

4月上旬予定　詳しい日程は

3/15お知らせ号に掲載します

No465 (8)

腰虜欝鮎新顔

戸籍の窓ト

1月16日から2月15日まで受け付け

た方※掲載承諾者のみ(敬称略)

お誕生おめでとう

赤ちゃん､　保護者　地　区

いろは

吉山　　彩-　登　行　町　屋

ゆずは

竹内　柏　葉　　修　　町　屋

りな

高橋　里　菜　　久　　店屋場

なおき

森谷　直　紀　浩　明　神　山

ゆうじろう

佐藤　祐二朗　孝　治　町　屋

かな

潰連　香　那　智　紀　城　山

みな

近内　　管　　勝　幸　中　丸

いっさ

中嶋　-　瑳　健　宇津茂

お悔やみ申し上げます

言葉嵩塞鞍　幸雄　親藩
よしお

田代　義　男　77歳　城　山

尾登　ト　ク　98歳　谷　戸

わしひさ

岡山　和志久　65歳　弥勤寺

てる

小野　　輝　　86歳　神　山

斎藤　ア　イ　91歳　中　央

ヽ �� ��ヽ+. �� �� �� �� ��

日 劔仂h�)kﾂ�劔�6B�� 

1 劔�ｨﾄi�(ﾔ洩�5��劔�3B�#S���

2-8 劔�ｸ��$ｨｬxﾔ��劔塔偵#S#��

9-15 劔�ｹTﾘ夊ⅹ5��劔塔2������

16-22 劔�ｸ鉑69�ﾙOXﾔ鮎b�劔塔"��c���

23-29 劔�ｸ��棠�ﾙOXﾔ鮎b�劔塔"紊涛��

30-31 劔�ｨﾄi�(ﾔ洩�5��劔�3B�#S���
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